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介
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の
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方
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①
高
齢
者
の
介
護
ニ
ー
ズ
と
持
続
可
能
な
制
度
設
計

１
－
は
じ
め
に

　
平
成
1
2
年
の
社
会
福
祉
法
施
行

等
を
契
機
と
し
て
、
福
祉
サ
ー
ビ

ス
の
利
用
制
度
化
、
成
年
後
見
制

度
の
導
入
等
が
実
施
さ
れ
、
同
年

４
月
に
は
介
護
の
社
会
化
と
高
齢

者
の
自
立
支
援
の
理
念
の
下
に
介

護
保
険
制
度
が
始
ま
り
、
高
齢
者

福
祉
保
健
サ
ー
ビ
ス
は
行
政
処
分

（
措
置
）
か
ら
契
約
に
よ
る
利
用

へ
と
移
行
し
た
。

　
こ
の
パ
ー
ト
で
は
、
介
護
保
険

制
度
開
始
か
ら
５
年
を
経
過
す
る

中
で
、
高
齢
者
介
護
を
め
ぐ
っ
て

行
政
、
市
民
、
サ
ー
ビ
ス
提
供
事

業
者
な
ど
関
係
者
が
今
後
ど
の
よ

う
な
取
組
を
進
め
る
の
か
、
若
干

の
考
察
を
試
み
る
こ
と
と
す
る
。

２
－
介
護
保
険
と
介
護
ニ
ー
ズ

　
平
成
1
8
年
度
か
ら
2
0
年
度
ま
で

の
次
期
介
護
保
険
事
業
計
画
策
定

に
向
け
て
、
1
6
年
1
1
月
に
実
施
し

た
「
横
浜
市
高
齢
者
実
態
調
査
」

か
ら
、
最
近
の
高
齢
者
介
護
ニ
ー

ズ
を
概
観
す
る
。

　
高
齢
者
実
態
調
査
は
、
①
高
齢

者
一
般
調
査
、
②
介
護
保
険
在
宅

サ
ー
ビ
ス
利
用
者
調
査
、
③
介
護

保
険
サ
ー
ビ
ス
未
利
用
者
調
査
、

④
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
入
所
申

込
者
調
査
の
４
種
類
で
構
成
し
、

概
ね
６
～
７
割
の
回
答
を
得
た

（
表
１
参
照
）
。

　
こ
れ
ら
の
調
査
結
果
か
ら
、

ア
　
元
気
高
齢
者
で
あ
っ
て
も
、

　
生
活
利
便
性
や
地
域
住
民
相
互

　
の
助
け
合
い
機
運
の
低
さ
が
、

　
毎
日
の
生
活
に
直
接
影
響
す
る

　
不
満
や
将
来
へ
の
漠
然
と
し
た

　
不
安
に
つ
な
が
っ
て
い
る
こ
と

イ
　
介
護
予
防
の
前
段
と
し
て
、

　
疾
病
の
予
防
・
早
期
発
見
・
早

　
期
対
応
な
ど
健
康
維
持
に
つ
い

　
て
の
意
識
、
医
療
面
の
サ
ー
ビ

　
ス
充
実
を
望
む
声
が
強
い
こ
と

ウ
　
介
護
が
必
要
と
な
っ
て
も
、

　
約
８
割
の
市
民
が
在
宅
生
活
の

　
継
続
を
希
望
し
て
い
る
こ
と

エ
　
施
設
志
向
の
内
容
を
み
る

　
と
、
高
齢
者
本
人
の
介
護
体
制

　
確
保
に
加
え
て
、
家
族
の
介
護

　
負
担
軽
減
等
の
家
族
支
援
の
観

　
点
も
重
要
で
あ
る
こ
と

オ
　
介
護
保
険
料
負
担
感
と
の
関

　
係
で
サ
ー
ビ
ス
の
大
幅
な
充
実

　
よ
り
現
状
維
持
を
望
む
声
が
強

　
い
こ
と

　
な
ど
の
高
齢
者
介
護
ニ
ー
ズ
が

把
握
さ
れ
、
こ
う
し
た
ニ
ー
ズ
に

応
え
る
サ
ー
ビ
ス
開
発
を
行
っ
て

い
く
必
要
が
あ
る
。

３
－
介
護
制
度
改
革
の
あ
ら
ま
し

　
今
回
、
介
護
保
険
制
度
開
始
以

来
初
の
抜
本
的
改
革
が
実
施
さ

れ
、
一
部
を
除
き
1
8
年
度
か
ら
新

制
度
に
移
行
す
る
が
、
そ
の
キ
ー

ワ
ー
ド
は
、
「
介
護
予
防
」
と

「
地
域
ケ
ア
」
で
あ
る
。
介
護
保

険
給
付
費
が
大
幅
に
増
加
し
、
今

後
ベ
ビ
ー
ブ
ー
ム
世
代
が
6
5
歳
に

達
す
る
2
7
年
度
に
は
1
0
兆
円
超
の

規
模
に
膨
張
す
る
と
の
予
測
の
下

に
、
制
度
の
持
続
可
能
性
確
保
が

大
き
な
論
点
と
な
り
、
要
介
護
認

定
者
の
約
半
数
を
占
め
る
「
要
支

援
・
要
介
護
１
」
の
軽
度
要
介
護

表１　横浜市高齢者実態調査の概要
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表２　介護保険制度改革のポイント

　
介
護
保
険
制
度
は
、
高
齢
者
介

護
を
国
民
的
課
題
と
し
て
位
置
づ

け
、
医
療
同
様
に
社
会
保
険
化
を

４

サ
ー
ビ
ス
供
給
主
体
と
し
て

の
民
の
力
に
つ
い
て

者
の
大
幅
な
伸
び
を
ど
う
抑
制
す

る
か
、
ま
た
、
高
ま
る
介
護
保
険

施
設
入
所
志
向
を
在
宅
介
護
へ
ど

う
シ
フ
ト
さ
せ
る
か
と
い
っ
た
課

題
に
対
応
す
る
た
め
、
新
予
防
給

付
、
地
域
支
援
事
業
や
地
域
密
着

型
サ
ー
ビ
ス
が
創
設
さ
れ
る
と
と

も
に
、
介
護
保
険
施
設
利
用
者
の

居
住
費
・
食
費
の
自
己
負
担
化
、

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
創
設

な
ど
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
（
表

２
参
照
）
。

　
市
民
に
と
っ
て
、
介
護
が
必
要

と
な
っ
て
も
住
み
慣
れ
た
身
近
な

地
域
で
自
立
し
た
生
活
を
継
続
す

る
こ
と
は
共
通
の
願
い
で
あ
り
、

高
齢
者
本
人
及
び
家
族
の
自
立
支

援
の
た
め
の
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ

ト
と
し
て
の
意
義
が
、
介
護
保
険

制
度
に
求
め
ら
れ
て
い
る
。
介
護

保
険
な
ど
フ
ォ
ー
マ
ル
サ
ー
ビ
ス

と
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な

ど
の
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
サ
ー
ビ
ス

を
適
切
に
組
み
合
わ
せ
た
「
地
域

ケ
ア
」
を
基
本
と
す
る
方
向
性
は
、

今
後
大
量
か
つ
急
速
に
進
展
す
る

大
都
市
横
浜
の
超
高
齢
社
会
に
お

け
る
高
齢
者
介
護
の
あ
り
方
を
本

質
的
に
問
い
直
す
も
の
で
あ
る
。

①
介
護
保
険
導
入
後
の
サ
ー
ビ
ス

　
提
供
状
況

　
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
の
中
で
代

表
的
な
サ
ー
ビ
ス
で
あ
る
訪
問
介

護
（
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
）
サ
ー
ビ
ス

に
つ
い
て
、
本
市
の
状
況
を
経
年

で
追
っ
て
み
る
（
表
３
参
照
）
。

　
Ａ
表
は
、
介
護
保
険
導
入
前
の

本
市
に
お
け
る
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ

ー
ビ
ス
の
提
供
状
況
で
あ
る
。
当

時
は
「
老
人
福
祉
法
」
に
よ
る
行

政
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
サ
ー
ビ
ス
が

提
供
さ
れ
て
い
た
時
期
で
あ
り
、

「
横
浜
市
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
協
会
」

（
現
横
浜
市
福
祉
サ
ー
ビ
ス
協
会
）

が
市
か
ら
の
委
託
を
受
け
て
、
全

市
的
に
サ
ー
ビ
ス
を
担
っ
て
い
た

当
時
の
も
の
で
あ
る
。
（
一
部
公

的
ヘ
ル
パ
ー
の
活
動
あ
り
。
）

　
こ
の
実
績
は
、
旧
制
度
（
措
置

制
度
）
下
に
お
け
る
他
の
政
令
市

に
比
較
し
て
も
、
そ
の
提
供
水
準

は
高
い
も
の
で
あ
っ
た
。

　
Ｂ
表
は
、
介
護
保
険
導
入
後
の

サ
ー
ビ
ス
量
で
あ
る
が
、
そ
の
展

開
は
劇
的
な
も
の
で
あ
り
、
派
遣

時
間
は
初
年
度
の
1
2
年
度
に
お
い

表３　横浜市ホームヘルプ協会実績

（Ａ表）介護保険施行前

24■特集１・少子・高齢社会の家族と生活福祉

（Ｂ表）介護保険施行後

図
っ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
背
景

に
は
、
今
後
の
高
齢
者
福
祉
に
係

る
社
会
的
負
担
の
増
加
に
い
か
に

対
処
す
る
か
と
い
う
こ
と
、
地
域

社
会
や
家
庭
の
あ
り
方
の
変
化
の

中
で
喪
失
し
て
き
た
「
支
え
合
い
」

を
、
ど
の
よ
う
に
再
び
社
会
化
す

る
か
と
い
う
こ
と
が
あ
っ
た
。



て
も
、
前
年
比
較
で
、
１
１
０
万

時
間
の
増
（
前
年
比
3
5
％
増
）
で

あ
り
、
３
年
後
の
1
5
年
度
に
お
い

て
は
、
1
2
年
度
と
の
比
較
で
派
遣

時
間
数
が
8
1
％
の
増
と
な
っ
て
い

る
。
こ
れ
は
、
介
護
分
野
が
民
間

事
業
の
射
程
に
入
っ
て
き
た
こ
と

を
表
し
て
い
る
と
も
考
え
ら
れ
る

が
、
行
政
と
し
て
は
、
今
後
の
動

向
を
的
確
に
分
析
し
て
お
く
必
要

が
あ
る
。

②
サ
ー
ビ
ス
提
供
主
体
の
状
況

　
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
が
ど
の
よ

う
な
組
織
に
よ
り
提
供
さ
れ
て
い

る
か
を
、
７
ペ
ー
ジ
の
表
「
介
護

保
険
事
業
者
の
状
況
」
で
み
る
と
、

株
式
会
社
等
が
最
大
の
供
給
主
体

と
な
っ
て
お
り
、
以
下
社
会
福
祉

法
人
、
医
療
法
人
等
が
次
い
で
い

る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
う
し
た
サ

ー
ビ
ス
提
供
組
織
に
お
い
て
提
供

さ
れ
る
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
が
ど

の
よ
う
な
性
格
を
持
つ
こ
と
に
な

る
か
は
、
ど
う
い
う
形
で
サ
ー
ビ

ス
が
提
供
さ
れ
る
か
を
考
え
る
と

わ
か
り
や
す
い
。

　
サ
ー
ビ
ス
の
実
際
は
、
被
雇
用

者
が
雇
用
主
に
労
働
の
提
供
を
し

た
結
果
と
し
て
、
介
護
サ
ー
ビ
ス

が
利
用
者
に
提
供
さ
れ
て
い
る
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
社

会
福
祉
法
人
あ
る
い
は
株
式
会
社

な
ど
、
非
営
利
、
営
利
の
別
に
関

係
な
く
共
通
す
る
も
の
で
あ
る
。

ま
た
も
う
一
つ
の
特
徴
は
、
利
用

者
個
々
人
の
心
身
状
況
の
み
に
焦

点
化
し
て
サ
ー
ビ
ス
が
提
供
さ

れ
、
家
庭
環
境
を
含
む
背
景
が
考

慮
さ
れ
る
こ
と
は
原
則
と
し
て
な

い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
こ
う
し
た
サ
ー
ビ
ス
提
供
の
あ

り
方
は
、
介
護
保
険
本
来
の
姿
で

も
あ
る
と
言
え
、
そ
の
サ
ー
ビ
ス

に
合
わ
せ
る
こ
と
で
、
高
齢
者
及

び
家
族
の
生
活
を
組
み
立
て
直
そ

う
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、

こ
う
し
た
サ
ー
ビ
ス
が
、
高
齢
者

や
介
護
を
す
る
家
族
の
日
々
の
生

活
に
安
心
感
を
も
た
ら
さ
な
い
の

は
自
明
の
こ
と
で
あ
る
と
い
え
る
。

③
「
共
助
」
を
視
点
と
し
た
サ
ー

　
ビ
ス
の
あ
り
方

　
こ
う
し
た
ア
プ
ロ
ー
チ
で
は
な

く
、
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
の
視
点
か

ら
、
提
供
す
べ
き
サ
ー
ビ
ス
を
組

み
立
て
、
あ
る
い
は
開
発
を
行
い
、

介
護
保
険
事
業
者
と
し
て
も
事
業

展
開
を
行
っ
て
き
て
い
る
事
業
組

織
が
出
来
て
き
て
お
り
、
こ
れ
ら

の
代
表
的
な
組
織
が
、
特
定
非
営

利
活
動
法
人
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
）
で

あ
る
。
こ
れ
ら
の
サ
ー
ビ
ス
提
供

主
体
の
特
徴
は
、
そ
の
活
動
の
あ

り
方
が
会
員
制
度
を
基
本
と
し
て

お
り
、
一
方
的
な
サ
ー
ビ
ス
の
提

供
者
で
は
な
く
、
サ
ー
ビ
ス
の
受

給
者
と
い
う
立
場
を
も
組
織
会
員

の
中
に
包
含
し
た
形
で
形
成
さ
れ

て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

　
サ
ー
ビ
ス
を
使
い
、
提
供
す
る

と
い
う
こ
と
が
対
等
な
関
係
性
の

中
で
行
わ
れ
、
「
共
助
」
と
も
言

う
べ
き
形
で
サ
ー
ビ
ス
が
提
供
さ

れ
て
い
る
。

　
も
ち
ろ
ん
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス

に
限
っ
た
サ
ー
ビ
ス
を
見
れ
ば
、

サ
ー
ビ
ス
内
容
は
保
険
サ
ー
ビ
ス

の
域
を
超
え
る
こ
と
は
な
い
が
、

そ
う
し
た
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
の
過

程
で
気
づ
か
れ
た
ニ
ー
ズ
あ
る
い

は
要
望
さ
れ
た
サ
ー
ビ
ス
は
、
自

身
の
問
題
と
し
て
の
検
討
が
行
わ

れ
、
対
応
す
べ
き
サ
ー
ビ
ス
、
あ

る
い
は
代
替
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
と

い
う
形
で
、
地
域
社
会
に
提
供
さ

れ
て
き
て
い
る
。

　
こ
う
し
た
「
共
助
」
的
な
感
覚

を
基
に
し
た
提
供
活
動
は
、
高
齢

者
福
祉
分
野
に
と
ど
ま
ら
ず
、
子

育
て
や
障
害
児
へ
の
取
組
に
ま
で

そ
の
活
動
領
域
を
広
げ
、
生
活
圏

域
に
お
け
る
福
祉
ニ
ー
ズ
を
「
包

み
こ
む
」
形
と
し
て
展
開
し
て
い

る
も
の
も
あ
り
、
「
労
働
サ
ー
ビ

ス
」
と
は
異
な
る
「
福
祉
サ
ー
ビ

ス
」
の
提
供
組
織
の
主
流
と
な
る

可
能
性
を
示
し
て
い
る
。

　
今
後
、
地
域
に
生
活
す
る
市
民

が
自
ら
の
生
活
課
題
を
相
互
に
共

有
・
共
感
し
、
地
域
と
共
生
し
よ

う
と
す
る
活
動
が
、
福
祉
サ
ー
ビ

ス
と
し
て
転
化
・
発
展
し
て
い
く

と
考
え
ら
れ
る
。

５

地
域
包
括
サ
ー
ビ
ス
供
給

主
体
と
し
て
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の

力
量
と
必
要
な
支
援
策

①
市
内
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
実
践
例

　
横
浜
市
内
に
お
い
て
は
、
平
成

1
7
年
２
月
末
現
在
で
５
８
６
団
体

（
神
奈
川
県
認
証
分
）
の
Ｎ
Ｐ
ｏ

法
人
が
認
証
さ
れ
て
お
り
、
そ
の

半
数
以
上
が
福
祉
・
保
健
・
医
療

分
野
で
活
動
し
て
い
る
。

　
こ
う
し
た
Ｎ
Ｐ
ｏ
の
中
に
は
、

た
す
け
あ
い
ゆ
い
（
南
区
）
、
有

為
グ
ル
ー
プ
（
港
南
区
・
磯
子

区
）
、
コ
モ
ン
ズ
2
1
・
た
す
け
あ

い
泉
（
泉
区
）
な
ど
、
1
0
年
以
上

に
わ
た
る
地
域
に
密
着
し
た
活
動

実
績
に
よ
り
、
地
域
住
民
か
ら
大

き
な
信
頼
を
寄
せ
ら
れ
て
い
る
団

体
も
多
く
、
柔
軟
で
き
め
細
か
な

サ
ー
ビ
ス
が
、
社
会
資
源
と
し
て

不
可
欠
の
も
の
と
な
っ
て
い
る

（
コ
ラ
ム
参
照
）
。

　
こ
れ
ら
の
実
践
例
に
共
通
し
て

見
え
て
く
る
も
の
は
、
自
ら
生
活

す
る
地
域
の
状
況
を
少
し
で
も
改

善
し
た
い
と
い
う
純
粋
な
想
い
か

ら
、
長
年
に
わ
た
り
地
域
に
根
ざ

し
た
活
動
を
継
続
し
た
実
績
に
裏

打
ち
さ
れ
た
、
地
域
か
ら
寄
せ
ら

れ
る
信
頼
感
の
厚
さ
で
あ
り
、
Ｎ

Ｐ
ｏ
が
社
会
性
と
事
業
性
を
と
も

に
獲
得
し
て
、
地
域
包
括
サ
ー
ビ

ス
の
供
給
主
体
と
し
て
十
分
な
力

量
を
発
揮
し
て
い
る
と
い
う
こ
と

で
あ
る
。

②
横
浜
会
議
の
成
果
を
生
か
す

　
政
策
の
創
造
と
協
働
の
た
め
の

「
横
浜
会
議
」
は
、
総
合
的
な
政
策

形
成
能
力
の
向
上
及
び
協
働
型
社

会
の
実
現
と
い
う
課
題
へ
の
取
組

を
通
じ
て
、
市
民
の
生
活
満
足
度

の
向
上
を
達
成
す
る
た
め
に
、
横

浜
市
長
が
呼
び
か
け
人
と
な
っ
て

設
置
さ
れ
た
会
議
で
、
平
成
1
6
年

７
月
に
開
催
さ
れ
た
第
１
回
政
策

研
究
発
表
会
に
お
け
る
審
査
の
結

果
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
市
民
セ
ク
タ

ー
よ
こ
は
ま
」
の
提
案
し
た
「
暮
ら

し
を
支
え
る
生
活
術
マ
ト
リ
ッ
ク

ス
モ
デ
ル
作
成
と
市
民
力
を
活
か

し
た
新
シ
ス
テ
ム
の
研
究
」
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
が
採
択
さ
れ
、
地
域
に

お
け
る
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
サ
ー
ビ

ス
発
掘
と
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
の
た

め
の
実
践
研
究
が
進
行
中
で
あ
る
。

　
市
民
セ
ク
タ
ー
よ
こ
は
ま
は
、

暮
ら
し
の
中
の
さ
ま
ざ
ま
な
課
題

解
決
に
向
け
て
、
市
民
・
行
政
・

企
業
・
関
係
団
体
な
ど
を
つ
な
ぐ

中
間
支
援
が
重
要
と
の
視
点
に
立

ち
、
「
誰
も
が
自
分
ら
し
く
暮
ら

せ
る
ま
ち
」
を
目
指
し
、
市
民
一

人
ひ
と
り
が
主
人
公
と
し
て
幸
せ

と
豊
か
さ
を
実
感
で
き
る
市
民
社

会
を
実
現
す
る
た
め
、
市
民
活
動

の
支
援
・
連
携
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
推
進
、
行
政
や
社
会
へ
の
提

案
・
提
言
、
行
政
・
企
業
・
市
民

と
の
協
働
等
に
関
す
る
事
業
に
取

り
組
ん
で
い
る
団
体
で
あ
る
。

　
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
宮
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コラム　横浜市内のＮＰＯの実践例

　　「たすけあいゆい」は、平成３年の発足以来、理事長の清田静江さんを中心に、常に身近な地域における助けあい、支えあいの街づくりを目指して活

動を続けてきた。平成11年に特定非営利活動法人（ＮＰＯ法人）格を、さらに平成15年には社会福祉法人格を取得している。

　現在、介護保険事業として居宅介護支援「たすけあいゆい」、訪問介護「たすけあいゆい南」、通所介護「さくら」、訪問看護「ゆい訪問看護ステーシ

ョン」、認知症高齢者グループホーム「くるみ」の５部門を実施するほか、障害者支援費制度事業（居宅介護事業、児童デイサービス事業「さくらんぽ」）、

介護保険外事業（高齢者自立支援・在宅生活支援ホームヘルプ事業）や難病患者等ホームヘルプ事業、精神障害者訪問介護事業、母子家庭等日常生活支

援事業など制度サービスを実施するとともに、発足当初からの非営利のインフォーマルサービスとして、訪問介護事業、子育て支援事業、介護付送迎サ

ービスを実施している。たすけあいゆいの身近な地域を見据えた15年間にわたる取組に対して、「困ったときはどんな相談にも乗ってくれる」という地

域住民の大きな信頼感が生まれ、デイサービスやグループホームなどの拠点設置のため、ホームヘルプの利用者が空き民家を低廉な賃料で提供してくれ

るなどの機会も増え、徒歩圏内の地域における包括的な多機能サービスの供給が実現している。

③
フ
ォ
ー
マ
ル
サ
ー
ビ
ス
ー
イ
ン

　
フ
ォ
ー
マ
ル
サ
ー
ビ
ス
の
組
合

　
せ
が
重
要

　
こ
の
よ
う
に
、
高
齢
者
介
護
ニ

ー
ズ
及
び
介
護
以
外
の
生
活
全
般

を
支
え
る
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
、
介

崎
地
域
ケ
ア
プ
ラ
ザ
（
西
区
）
及

び
東
永
谷
地
域
ケ
ア
プ
ラ
ザ
（
港

南
区
）
の
担
当
エ
リ
ア
に
お
い
て

徹
底
し
た
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を

行
い
、
地
域
の
社
会
資
源
と
し
て

の
市
民
活
動
の
実
態
を
次
々
と
明

ら
か
に
し
て
い
る
。

　
こ
う
し
た
取
組
を
市
内
す
べ
て

の
地
域
ケ
ア
プ
ラ
ザ
の
担
当
エ
リ

ア
で
実
施
す
れ
ば
、
地
域
の
社
会

資
源
に
関
す
る
情
報
が
豊
富
に
な

り
、
地
域
福
祉
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

ト
カ
の
飛
躍
的
な
向
上
が
期
待
で

き
る
。

　
こ
う
し
た
取
組
は
、
介
護
保
険

制
度
の
持
続
可
能
性
の
観
点
か

ら
、
決
し
て
安
上
が
り
の
サ
ー
ビ

ス
を
奨
励
す
る
趣
旨
で
は
な
く
、

す
べ
て
の
サ
ー
ビ
ス
を
有
償
の
保

険
給
付
で
賄
う
よ
り
も
、
サ
ー
ビ

ス
が
無
償
も
し
く
は
低
廉
な
費
用

で
、
市
民
の
立
場
に
立
っ
て
よ
り

き
め
細
か
く
提
供
さ
れ
る
こ
と
の

有
効
性
を
実
証
す
る
意
味
で
、
非

常
に
意
義
の
あ
る
も
の
と
考
え
ら

れ
る
。

護
保
険
サ
ー
ビ
ス
・
介
護
保
険
外

の
制
度
サ
ー
ビ
ス
な
ど
の
フ
ォ
ー

マ
ル
サ
ー
ビ
ス
と
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
・
地
域
住
民
な
ど
の
提

供
す
る
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
サ
ー
ビ

ス
の
両
方
が
と
も
に
重
要
で
あ
る
。

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
・
地

域
住
民
な
ど
の
活
動
は
、
特
に
そ

の
立
ち
上
げ
期
に
お
い
て
、
実
践

の
意
欲
は
高
く
て
も
拠
点
施
設
が

な
い
、
経
理
・
税
務
や
社
会
保
険

労
務
と
い
っ
た
専
門
的
な
ノ
ウ
ハ

ウ
が
な
い
な
ど
の
課
題
を
克
服
す

る
こ
と
が
、
そ
の
後
の
安
定
し
た

活
動
継
続
に
不
可
欠
で
あ
り
、
行

政
と
し
て
は
、
活
動
場
所
や
資
金

確
保
の
後
方
支
援
、
人
材
派
遣
や

研
修
機
会
の
提
供
な
ど
の
支
援
を

適
時
適
切
に
行
う
こ
と
が
要
請
さ

れ
て
い
る
。

　
今
後
整
備
が
予
定
さ
れ
て
い
る

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
や
区
福

祉
保
健
セ
ン
タ
ー
、
さ
ら
に
市
民

活
動
の
中
間
支
援
組
織
等
が
連
携

し
て
、
こ
れ
ら
の
多
様
な
サ
ー
ビ

ス
を
高
齢
者
本
人
や
家
族
の
ニ
ー

ズ
に
合
わ
せ
て
、
有
機
的
・
効
率

的
に
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
す
る
サ
ポ

ー
ト
体
制
の
構
築
が
求
め
ら
れ
て

い
る
。

Λ
梅
深
厚
也
＝
福
祉
局
介
護
保
険

課
担
当
係
長
／
桑
折
良
一
＝
高
齢

在
宅
支
援
課
在
宅
支
援
係
長
∇

26 ■特集１・少子・高齢社会の家族と生活福祉

■たすけあいゆい（南区）

■有為グループ（港南区・磯子区）

　　「有為グループ」は、平成４年に前身である「愛コープ」から独立する形で「たすけあい有為」が設立され、ホームヘルプ事業をスタートさせた。翌

年には高齢者の通院、養護学校の送迎のため、送迎サービス「ブリッジ」が誕生し、平成９年にはミニ・デイサービスなどの複合施設「ころぼっくる」

及び配食サービス「ゆうげ」を開始した。また、同年にホームヘルプ事業を拡大し「たすけあい有為磯子」を開設し、平成11年にはＮＰＯ法人「有為グ

ループ」を設立した。

　港南区にある複合施設「ころぼっくる」は、相談役（前理事長）の山尾宏子さんの言葉によれば「差別をなくしたいという思いから始めた」という場

所で、高齢者も子供も認知症の人もボランティアや運営スタッフも、対等な立場で集える場所にしたいという願いから開設された。利用者とサービスス

タッフの対等な立場を守り、「こころをサービスする団体でありたい」との想いから、顔見知りの人間関係を基本に据えて、制度サービスの届かないニ

ーズにも対応している。

■コモンズ21 ・たすけあい泉（泉区）

　　「コモンズ21」は、泉区中田南にある「市民立」の複合福祉スペースである。住宅地の風景に溶け込んだ建物の中には、地域サロンや喫茶スペース

「グリーンフィールド」、障害者地域作業所「ジョイカンパニー」、子育て支援拠点「虹色のクレヨン」、機械入浴装置を備えた公衆浴場「コモ湯」、高齢

者・障害者を対象にホームヘルプ事業を展開する社会福祉法人「たすけあい泉」のケアマネジャー事務所、さらに、ＮＰＯ法人の会計事務などを受託す

る市民が設立した有限会社「事務局」など、ジャンルにとらわれない、あらゆる福祉サービスの拠点が同居している。平成13年にＮＰＯ法人格を取得し

たコモンズ21は、理事長の柳原真理子さんを中心に、その名のとおり「共有地」としてのスペース運営に心を尽くしてい･る。地域住民との交流も欠かさ

ず、音楽会の企画や地域サロンの貸出を通じて、設立３年にしてすっかり地域に定着している。また、コモンズ21とともに活動する有限会社「コモンズ

21研究所」は、福祉サービスの質の向上と利用者への適切な情報提供を目指した本市「福祉サービス第三者評価制度」の指定評価機関となり、介護サー

ビス施設・事業者等の評価事業に意欲的に取り組んでいる。

　　「たすけあい泉」は、理事長の吉川則子さんを中心に泉区で12年以上にわたって地域に根ざしたホームヘルプ事業活動等を継続し、コモンズ21設立の

立役者ともなった団体で、平成11年にＮＰＯ法人となり、平成16年には社会福祉法人格を取得した。現在、介護保険事業として居宅介護支援、訪問介護、

通所介護、短期入所生活介護、福祉用具貸与の５部門を実施するほか、障害者支援費制度事業（居宅介護事業）、介護保険外事業（高齢者自立支援・在

宅生活支援ホームヘルプ事業、高齢者食事サービス事業）、難病患者等ホームヘルプ事業、精神障害者訪問介護事業、子育て支援事業など制度サービス

を実施するとともに、非営利のインフォーマルサービスとして、訪問介護事業「泉たすけあいステーション」、介護付送迎サービス「移送サービス泉ゆ

め」、配食サービス「泉はな」、介護予防デイサービス「泉にじ」、パワーリハビリ事業を実施している。さらに、神奈川県認定２級ヘルパー養成研修事

業、公衆浴場「コモ湯」、地元商店街・障害者地域作業所と提携した日用品配送等のコミュニティービジネス事業「ゆめスペース」を展開するなど、幅

広い包括的なサービスを提供している。
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